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冷
夏
と
暑
夏  

メ
モ
な
ど
に
混
じ
っ
て
手
帳
に
書
か
れ
た
宮
澤

賢
治
の
詩
「
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ 

」
に
は 

「
ヒ
デ
リ

ノ
ト
キ
ハ
ナ
ミ
ダ
ヲ
は
、
ナ
ガ
シ 

サ
ム
サ
ノ
ト

キ
ハ
オ
ロ
オ
ロ
ア
ル
キ
」
と
い
い
う
一
節
が
あ
る
。

こ
の
詩
は
、
東
北
地
方
が
記
録
的
な
冷
夏
に
見
舞

わ
れ
た
意
一
九
三
一
年(

昭
和
六
年)

の
晩
秋
に
岩

手
県
の
花
巻
で
書
か
れ
た
。
冷
夏
旱
ば
つ
と
い
う

自
然
の
凶
暴
さ
に
曝
さ
れ
無
惨
に
踏
み
に
じ
ら
れ

悲
嘆
に
く
れ
な
が
ら
も
、
そ
れ
に
対
峙
し
た
農
民

運
動
の
実
践
者
と
仏
教
的
な
諦
観
と
求
道
者
と
し

て
の
主
人
公
の
「
デ
ク
ノ
ボ
ウ
」
に
自
ら
を
重
ね

て
い
た
。 

東
北
地
方
は
、
江
戸
時
代
の
冷
夏
凶
作
に
続
い

て
、
賢
治
六
歳
の
一
九
〇
二
年
か
ら
は
じ
ま
っ
た

明
治
末
期
大
正
初
期
大
凶
作
群
が
、
一
七
歳
の
学

生
の
時
に
は
、
こ
の
一
〇
〇
年
で
最
悪
と
い
わ
れ

た
一
九
一
三
年
の
大
凶
作
に
続
き
、
悲
惨
な
冷
害
、

凶
作
の
実
相
に
多
感
な
若
き
賢
治
の
原
体
験
と
な

っ
た
。
元
凶
は
「
ヤ
マ
セ
」
と
い
う
北
日
本
の
夏

特
有
の
海
か
ら
の
東
よ
り
の
風
が
吹
き
続
け
る
現

象
で
、
夏
の
長
い
期
間
、
低
温
で
霧
や
霧
雨
を
も

た
ら
し
冷
害
を
引
き
起
こ
す
の
で
あ
る
。 

一
九
四
〇
年
代
か
ら
五
〇
年
代
に
冷
害
が
多
発

し
た
が
、
そ
の
後
は
気
温
の
高
値
安
定
と
稲
作
技

術
の
改
良
が
進
み
、
冷
害
凶
作
が
す
っ
か
り
影
を

潜
め
て
い
た
。
突
如
と
し
て
一
九
九
三
年
（
平
成

五
年
）
の
夏
は
、
こ
の
五
十
年
間
で
最
悪
の
冷
夏
・

冷
害
と
な
っ
た
。
地
球
を
と
り
巻
く
偏
西
風
ジ
ェ

ッ
ト
気
流
の
流
れ
が
例
年
に
な
く
大
き
く
蛇
行
し

て
、
長
い
期
間
に
わ
た
っ
て
同
じ
よ
う
な
位
置
に

止
ま
り
、
前
線
は
日
本
列
島
の
南
岸
か
ら
な
か
な

か
離
れ
な
か
っ
た
。
オ
ホ-

ツ
ク
海
高
気
圧
が
冷
風

扇
の
ご
と
く
北
日
本
へ
東
よ
り
の
風
を
送
り
込
み
、

「
ヤ
マ
セ
」
が
三
陸
沖
を
流
れ
て
い
る
親
潮
寒
流

の
上
で
変
質
し
て
霧
や
霧
雨
を
作
り
北
日
本
の
太

平
洋
側
の
地
方
を
覆
い
続
け
た
。 

雲
の
高
さ
は
た
か
だ
か
一
〇
〇
〇
㍍
、
海
か
ら

侵
入
す
る
ヤ
マ
セ
の
雲
は
、
奥
羽
山
脈
に
せ
き
止

め
ら
れ
、
稲
は
低
温
、
日
照
不
足
に
よ
る
生
育
不

足
で
開
花
せ
ず
に
「
稲
穂
が
実
ら
ず
青
立
ち
で
色

づ
か
な
い
」「
イ
モ
チ
病
で
ま
っ
黒
」
と
例
年
な
ら

黄
金
色
の
稲
田
が
風
で
波
打
つ
日
本
の
原
風
景
が

す
っ
か
り
凶
作
の
異
常
な
色
合
い
に
変
っ
て
し
ま

っ
た
。
青
森
、
岩
手
県
で
稲
作
は
平
年
作
の
一
割

に
激
減
、
日
本
列
島
が
大
冷
害
、
大
凶
作
と
な
っ

た
。
米
余
り
の
飽
食
の
時
代
に
突
如
の
米
不
足
が

声
高
に
叫
ば
れ
、
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
な
ら
ぬ
ラ
イ

ス
ク
ラ
イ
シ
ス
の
「
平
成
米
騒
動
」
と
な
り
、
筆

者
も
朝
早
く
ス
ー
パ
ー
の
前
の
長
い
行
列
に
並
ん

で
米
を
求
め
た
が
、
外
国
産
米
と
抱
き
合
わ
せ
で

一
〇
㌔
㌘
の
内
地
米
を
買
い
求
め
る
こ
と
が
や
っ

と
だ
っ
た
。 

一
転
し
て
翌
九
四
年
（
平
成
六
年
）
は
ラ
ニ
ー

ニ
ャ
現
象
の
典
型
年
と
な
り
猛
暑
の
夏
と
な
っ
た
。

太
平
洋
高
気
圧
が
例
年
よ
り
、
一
〇
〇
〇
㌔
㍍
も

北
に
偏
り
、
日
本
列
島
が
差
し
渡
し
六
倍
ほ
ど
の

幅
の
太
平
洋
高
気
圧
の
真
下
に
ス
ッ
ポ
リ
取
り
こ

ま
れ
、
空
梅
雨
で
台
風
も
近
づ
け
ず
、
連
日
の
猛

暑
で
つ
い
に
西
日
本
で
は
気
象
統
計
の
記
録
を
撮

り
始
め
て50

年
の
記
録
で
最
も
暑
い
夏
の
記
録
と

な
っ
た
。 

ラ
ニ
ー
ニ
ャ
と
は
、
エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
が
赤
道
太

平
洋
の
東
側
で
海
面
水
温
が
高
く
な
っ
て
異
常
気

象
を
引
き
起
こ
す
と
は
逆
に
、
太
平
洋
西
部
で
高

い
温
度
と
な
る
。
こ
こ
で
雨
が
多
く
な
る
の
で
上

昇
し
た
空
気
が
圏
界
面
に
頭
を
打
っ
て
北
に
向
い
、

日
本
付
近
で
下
降
し
て
太
平
洋
高
気
圧
を
強
化
し

て
猛
暑
を
続
か
せ
る
。
こ
の
二
年
間
で
戦
後
最
大

級
の
冷
夏
と
猛
暑
の
夏
と
な
っ
た
が
、
両
者
と
も



地
球
規
模
の
海
面
温
度
の
異
常
、
太
平
洋
高
気
圧

の
盛
衰
、
偏
西
風
ジ
ェ
ッ
ト
気
流
の
異
常
な
蛇
行

と
北
極
に
溜
ま
っ
た
寒
気
の
異
常
な
南
下
と
、
冷

夏
、
猛
暑
の
夏
を
演
出
す
る
役
者
が
揃
っ
て
登
場

し
て
お
り
、
猛
暑
の
ほ
う
が
太
平
洋
高
気
圧
次
第

で
よ
り
単
純
で
あ
る
。 

 

異
常
気
象
、
と
り
わ
け
冷
害
は
凶
作
か
ら
米
相

場
の
高
騰
な
ど
社
会
不
安
を
招
き
、
江
戸
時
代
末

期
の
凶
作
群
が
明
治
維
新
へ
の
裏
の
原
動
力
と
な

っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
で
も
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
の
ラ
キ

山
の
噴
火
と
い
う
一
八
世
紀
最
大
級
の
火
山
噴
火

に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
異
常
気
象
で
、
寒
い
夏
、

春
先
の
熱
波
、
異
常
寒
冬
と
な
り
、
小
麦
の
不
作

か
ら
く
る
パ
ン
の
値
上
が
り
が
き
か
か
け
と
な
り
、

「
パ
ン
を
・
・
・
」
の
声
と
と
も
に
フ
ラ
ン
ス
革

命
へ
の
導
火
線
、
バ
ス
テ
ィ
ー
ユ
襲
撃
と
な
っ
た
。

革
命
も
維
新
も
ゲ
ル
マ
ン
民
族
の
大
移
動
も
歴
史

の
必
然
だ
が
、
気
象
，
気
候
が
政
治
経
済
に
大
き

く
影
を
落
と
し
て
歴
史
の
変
転
を
後
押
し
を
し
て

い
た
の
で
あ
る
。 

時
代
は
進
み
、
穀
物
が
国
際
的
に
調
達
で
き
る

時
代
と
な
っ
た
現
在
で
は
、
往
時
の
深
刻
さ
は
な

い
。
い
ま
や
冷
夏
も
猛
暑
の
夏
も
、
気
温
を
通
し

て
経
済
活
動
、
消
費
活
動
の
波
に
埋
も
れ
て
し
ま

っ
て
い
る
。
ま
さ
に
「
景
気
よ
り
天
気
」
で
飽
食

と
も
の
が
あ
ふ
れ
た
現
代
で
は
、
消
費
は
「
イ
ニ

シ
エ
ー
タ
ー
」
と
よ
ば
れ
て
い
る
購
買
の
キ
ッ
カ

ケ
が
大
き
く
関
わ
り
、
特
に
夏
は
気
温
が
最
も
重

要
な
要
因
と
な
る
。
梅
雨
明
け
と
言
っ
た
だ
け
で

ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
の
売
上
げ
が
う
な
ぎ
上
り
と
な
り
、

夏
の
最
高
気
温
が
一
度
上
が
れ
ば
、
原
発
数
基
分

に
相
当
す
る
電
力
消
費
が
増
大
す
る
。
い
ま
や
冷

害
被
害
は
共
済
保
険
の
共
助
と
な
り
、
経
済
活
動

で
は
、「
天
候
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
」
と
い
う
金
融
派
生

商
品
で
相
互
に
保
険
を
か
け
あ
っ
て
危
機
回
避
の

リ
ス
ク
管
理
が
行
わ
れ
る
時
代
と
な
っ
た
。 

夏
季
の
気
温
が
予
想
よ
り
高
け
れ
ば
、
都
市
ガ

ス
の
消
費
が
鈍
り
、
電
力
会
社
は
消
費
量
が
伸
び

て
利
益
が
上
が
る
。
逆
に
下
が
れ
ば
電
力
会
社
が

損
失
を
だ
す
。
両
業
種
の
利
益
と
損
失
が
相
反
す

る
の
で
、
会
社
の
収
益
リ
ス
ク
の
減
少
に
対
す
る

危
機
回
避
で
相
互
補
完
を
と
る
事
が
で
き
る
。
夏

の
気
温
に
あ
る
予
想
設
定
を
行
い
、
実
際
の
経
過

が
高
温
と
な
れ
ば
電
力
会
社
の
利
益
が
上
が
る
の

で
、
電
力
か
ら
ガ
ス
会
社
に
利
益
の
一
部
が
支
払

わ
れ
、
逆
は
ガ
ス
会
社
が
支
払
う
と
い
う
、
い
わ

ゆ
る
「
ス
ワ
ッ
プ
」
と
い
う
方
法
を
取
る
。
平
成

一
三
年
度
で
は
平
均
気
温26.5

度
を
基
準
に
利
益

移
動
が
最
大
七
億
円
と
設
定
さ
れ
た
が
、
八
月
の

低
温
で
東
京
ガ
ス
か
ら
東
京
電
力
で
三
億
二
〇
〇

〇
万
円
が
支
払
ら
わ
れ
た
と
報
道
さ
れ
た
。「
天
候

デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
」
は
い
ま
や
百
数
十
億
円
の
市
場

規
模
で
、
今
後
一
桁
大
き
な
規
模
と
な
る
だ
ろ
う

と
予
想
さ
れ
て
い
る
。 

一
九
九
一
年
（
平
成
三
年
）
の
台
風
第
一
九
号

が
日
本
で
大
被
害
を
与
え
た
時
の
保
険
金
の
支
払

い
総
額
が
五
千
億
円
を
越
え
、
経
済
と
気
象
が
こ

ん
な
に
密
接
と
な
っ
て
い
る
の
を
み
て
、
冷
害
か

ら
逃
れ
た
「
イ
ー
ハ
ト
ー
ブ
」
と
い
う
理
想
郷
を

夢
見
て
い
た
宮
沢
賢
治
が
七
〇
年
の
眠
り
を
覚
ま

し
て
今
の
時
代
に
蘇
っ
た
と
し
た
ら
、
賢
治
の
化

身
で
あ
る
「
グ
ス
コ
ー
ブ
ド
リ
」
に
何
を
語
ら
せ

る
だ
ろ
う
か
。 （

二
〇
〇
四
年
七
月
） 


